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東京大学都市デザイン（西村・北沢・窪田）研究室

２年ぶり、４冊目となる「鞆雑誌2008」、完成目前 !!

鞆PJメンバーによる『鞆雑誌2008―瀬戸内の港町観光まちづくり―』が
ついに完成します!!　2年ぶり4冊目の発行となる今回は、「鞆を外から見よ
う」をコンセプトに、鞆に加えて瀬戸内の4つの港町についても調査を行い
ました。港町の共通点と個性を見つけることで、鞆の価値をあらためて見直
すことが、この雑誌での目標です。
　各港町で「海」「岸」「街」「寺」「山」と5つの視点を全て分析した上に、計20
人ほどの方にヒアリングを行い、昨年1位を受賞した論文の解説、鞆や港町
への提案と盛りだくさんの内容で、なんと200ページに迫る大作となりまし
た!!　今後とも美しい港町を未来に残していくために精力的に活動してま
いりますので、鞆メンバーをこれからもよろしくお願いします。
註)ホントは「完成しました!!」と言いたかったのですが、PDF化があとわず
か4ページ及ばず、あえなく撃沈。本当にあと一歩ですのでもうしばらくお待
ち下さい。。

１周年を迎えたURBS.net

初夏の風もさわやかなころとなり、URBS.net(都市学
生ネットワーク)はちょうど2007年発足から一周年を向
かいました。その記念を重ね、先週の土曜14日、
URBS.net2008年キックオフパーティーが開催されま
した。コンセプトは「気軽な交流」。当日、会場となった
UDCKには屋台が置かれ、そこにはおしゃれなお酒が並
びました。また、ぬるいビールでもグイグイ進ませるよう
な美味しい料理が出て会場を盛り上げてくれました。今
回の参加者は弱３０人、学部２年から生まれて４ヶ月の
赤ちゃんを連れてきた美人のお母さんまで、様々な人が
集まりました。みんな椅子ではなく地べたに座り、コアメ
ンバーによる今まで活動報告を聞いたり、ときには立たs
されインタビューされたり…うずうずとした感じのなか
でも、「都市」と「交流」といった皆の熱情が溢れ、充実と
した時間であったと思います。今月末に行なわれるまち
歩きin浅草も楽しみです。

祝 77号
日ごろからご愛読いただきありがとうございます。
都市デザイン研マガジンもようやく77号を迎えました。
これからも研究室の個性あふれる活動をお伝えしてい
きます。
読むことが育てること。今後ともよろしくお願いします。



都江堰市震災復興グランド・デザイン

7月4日 戸谷英世さんをお招きしての勉強会
7月6日? 京浜クルーズ
7月18日　研究室会議

都市デザイン研究室　7月前半の予定

先月12日に発生した四川大地震で大きな被害を受けた都江堰市は、2000年以上の歴史を持つ水利施設や道教の聖
地が世界遺産に指定され、歴史文化名城にも指定された古い街です。現在、市の復興のためのグランド・デザインが世界
中から募集されています。地元の西南交通大学、慶応義塾大学、東京大学の3大学合同チームも石川研究室を中心にグ
ランド・デザイン案を作成中です。西村研究室からは中島助教の熱血指導のもと、M1柴山と中島がプロジェクトに参加し
ています。締め切りは7月の上旬、時間との戦いになりそうです。

第四回研究室会議

M2　増田圭輔　新興企業と既存産業クラスターの関係と産業構造の変化に関する研究
　　鈴木惇也　保険による文化財の保護・活用補助
　　パンノイ・ナッタポン　歴史的町並み観光活動設計における住民の関わり方に関する研究
　　大道亮　　都市計画道路による街並みの崩れとその回復方法に関する研究
　　平岡惟　　榎を、研究のきっかけにしたい
　　蛎灰谷愛　女性（生活者の視点）からみたまちづくりへの評価
　　山田渚　　川と街の接点
D1　鄭一止　　日本の町並み保全型まちづくりにおけるエリアマネジメントに関する研究

土木計画学会（春大会） ー公共政策デザインコンペ ー

6月6・7日、北海道大学にて行われた土木計画学会の公共
政策デザインコンペに空間研柏原、入山、清家研石田と私の
４名で応募し発表を行った。これは、学生の立場から新しい
都市のあり方の提案やその実践を発表するもので、全国から
１２チームの参加がありました。
私達は、「柏の葉におけるワークショップによる多主体連携と
その成果」と題して、学生有志で地域住民、高校、大学といっ
た地域の多主体を繋げるワークショップを行い、継続的なま
ちづくりを展開してきたことを発表。ポスター発表では、「地
域だけでまちづくりが進むような仕組みを。」「行政も巻き込
んで活動を地域の維持管理にまで繋げるべき。」といった意
見を頂き、活動を見直す良い機会となりました。
惜しくも入賞は逃しましたが、全体としては、土木計画学会
とはいえ都市や建築の学生と同様の提案も多く見られ、また
私たちのように学生主導のまちづくりを行っている学生との
交流もあったので、今後是非M1や学部生の皆さんにも挑戦
してほしいと思います。

まず始めに発行が大幅に遅れたことをお詫びします。しかも編集長からのお題（77回記念）にも応える
ことができず・・・。ちなみにわれらが西村・北沢両先生ともに77年卒（学部）なんですね。いえ、それだけ
のことですが。
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